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率属

編
集

，
発
行

平

成

エハ
年

ご
一
月
　
発
行

山
武
都
市
広
域
行
政
組
合
企
画
課

（千
葉
県
東
金
市
東
岩
崎
一
―
一
七
）

な

〇
四
七
五

（５４
）
〇
二
五

一

山武郡市の人日 ・世帯数 ・面積

市町村名 男 女 計 世 帯 数 面 積 k m 2

東 金  市 25, 497 25,887 51,384 15,921 89.50

大網 白里町 20,044 20,359 40, 403 ワ

々 129 58.08

九十九里町 10, 195 10,478 20,673 6,005 23.72

成 東  町 11,449 11,761 23,210 7,028 47.03

山|■武■町 8:|17186 81665 17ⅢⅢ451 5,070 51187

蓮 沼  村 2,374 2,41013 4,7717 1,254 9.72

松  尾  町 5,734 5,710 11,444 3,275 37.59

横 芝  町 7,332 7,771 15,103 4,493 33.60

芝■1山■1町 4す143171 411317 811754‐ 2す14217 4‐31150

計 95,848 97,351 193,199 57,602 394.61

平成 5年 12月31日現在 (住民基本台帳による)



― 第 1 号 0 霊

広
域
広
報

「
山
武
こ
う

い
き
」

発
行
に
あ
た
り

本
組
合
は
、

昭
和
四
十
六
年
七

月
に
山
武
郡
市
の

一
市
七
町

一
村

の
事
務
の

一
部
を
共
同
処
理
す
る

た
め
に
発
足
し
た

一
部
事
務
組
合

で
あ
り
ま
す
。

山
武
郡
市
も
通
動
国
の
拡
大
に

つ
れ
宅
地
開
発
等
に
よ
る
人
口
増

加
や
、

生
活
様
式
の
高
度
化

・
余

暇
時
間
の
増
大
等
に
よ
り
住
民
の

価
値
観
の
多
様
化
が
進
み
、

健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、

景
観
、

文
化
、

生
き
が

い
、

ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
等
住
民
の
要
求
も
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。

近
年
、

人
々
の
生
活
行
動
パ
タ

ー
ン
は
ま
す
ま
す
広
域
化
、

活
発

化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、

高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
、

さ
ら
に
は
国
際
化

へ
の
対
応
な
ど
、

山
武
郡
市
圏
域
を
取
り
巻
く
諸
環

境
は
、

大
き
な
変
貌
を
込
げ
て
お

り
、

国
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新

し
い
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
チ
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

本

国
域
で
は
、

二
次
に
及
ぶ
広
域
市

町
村
圏
計
画
を
策
定
し
、

広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
は
じ
め
、

生
活
環
境
、

防
災

・
救
急
、

社
会

福
祉
、

伝
染
病
防
疫
、

情
報
処
理

な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
域
行
政
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま
し

た
。当

組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

行
政
機
構
を
充
実
し
、

各
種
共
同

事
業
の
振
興
整
備
を
図
り
、

山
武

郡
市
の
特
性
を
生
か
し
た

「快
適

な
環
境
の
中
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
国
域
」
を
進
め
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、

広
報

「山
武
こ
う

い

き
」
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、

広

域
行
政
の
目
的
、

業
務
内
容
や
、

山
武
郡
市
国
域
内
市
町
村
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
六
年
二
月

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
管
理
者

野
田
　
洋

一

特

別

職

名

簿

管

理

者
　
野
口
　
洋

一

副
管
理
者
　
八
角
　
文
雄

収
　
入
　
役
　
石
橋
　
勝
一彦

監
査
委
員
　
坂
本
　
義
雄

〃
　

　

五
木
田
　
勝

圭誠
会

議

長

議
会
副
議
長

主献
△ム
圭識
口貝

（東
金
市
長
）

（松
尾
町
長
）

（東
金
市
収
入
役
）

（識
見
を
有
す
る
者
）

（韮誠
△
ム
配選
出
じ

萱

生

　

敏

雄

　

（大
網
白
里
町
圭誠
△
ム
圭誠
邑

小

池

　

政

信

　

（成
東
町
圭誠
△
ム
圭献
邑

石

田
　

　

尚

　

（東
金
市
韮誠
△
ム
華誠
邑

佐

瀬

　

幸

雄

　

（東
金
市
圭識
△
ム
議
邑

石

橋

　

捷

洋

　

（大
綱
白
里
町
邑

櫻

井

　

　

宇
貝
　

（九
十
九
里
町
邑

川
島

　

権

治

　

（九
十
九
里
町
韮誠
△
ム
空献
邑

椎
名
　
千
収

　

（成
東
町
邑

並
木
　
宏
夫

　

（山
武
町
邑

伊
橋
　
　
工貝
　

（山
武
町
華識
△ム圭識
邑

金
杉
　
　
揮

　

（蓮
沼
村
邑

小

川

　

政

治

　

（蓮
沼
村
圭誠
△
ム
議
邑

高

知

尾

善

成

　

（松
尾
町
圭誠
△
ム
圭誠
邑

竹

内

　

一昇
雄

　

（松
尾
町
差誠
△
ム
蕃

邑

賃
川
堅
司
郎

　

（横
芝
町
長
）

齊

藤

　

重

宏

　

（横
芝
町
圭献
△
ム
士誠
邑

内

田
　

裕

雄

　

（芝
山
町
邑

五

木

田
　

勝

　

（芝
山
町
圭誠
△
ム
圭誠
邑

〔順
不
同
　
平
成
六
年
二
月
二
十
二
日
現
在
〕

〃  〃   〃   ′ ′  〃   ′ ア  〃   〃   〃   〃   〃   〃   〃   〃   〃

図政  組

収 入  役

行

管 理 者    富 」管 理 者

所
所
所

隊

準匁
違追
迪追
各
小

里
分
分
救

軌
武
山
里

九

山

芝

白

／
∠

一

課

課

課

課

一
ム
場

課

課

課

課

署

署

署

総

企

電

業

環

養

広

総

予

警

才旨

中

東

南

事 務  局

(事務局長)

消 防 本 部

( 消防 長 )

組 合 議 会 ― 事 務 局
監 杢 委 員

――
事 務 局

教 育 委 員 会 ― 事 務 局 ―― 視聴覚教材センター

専 門 委 員 会 ― ― 事 務 局



需
号
　
，一

第― G)

平
成
六
年
度
組
合

一
般
会
計

予
算
は
、

平
成
六
年
二
月
二
十

二
日
に
行
わ
れ
た
第

一
回
組
合

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
十
億
七
千
六
百
五
十

三
万
五
千
円
と
な
り
、

前
年
度

よ
り
二
億
六
千
六
百
三
十
二
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
は
、

経
済
が
引

き
続
き
低
迷
し
、

過
去
に
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
複
合
不
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

景
気
の
先

行
き
は
当
分
不
透
明
な
ま
ま
推

移
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

自

治
体
の
財
源
確
保
に
も
大
き
な

影
響
が
生
じ
て
い
る
中
で
、

依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
情
況
と

な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
は
、

経
済
情
勢
と

地
方
財
政
の
現
況
を
十
分
認
識

し
、

出
来
得
る
限
り
の
歳
出
の

抑
制
を
図
り
つ
つ
、

福
祉
施
策

の
充
実
を
中
心
に
予
算
編
成
を

し
ま
し
た
。

分担金及び負担金 (構成市町村からの負担金等) 22億6,243万1千円    (55.5%)

(8.8°/。)3億 5,851万4千円

(4.3%) 1億 7,390万 1千 円

(3.6°/。) 1億 4,565万 8千 円

3億 5,090万円

(0。2°/。)1,058万2千円

(2.5%)

使用料及び手数料 (し尿処理の手数料等) (16.5%)

国 ・県支出金 (国や県からの補助金)寄 付金

諸収入 (老人ホーム措置費等)

組合債 (養護老人ホーム改築に係る借入金)

財産収入 (基金の利子等)

繰入金 (基金からの繰入金)

繰越金 (前年度からの繰越金)

出
10■

7億 7,781万 8千 円

3億 4,197万 6千 円(8。4°/。)

民生費 (老人ホーム経費)
(うち改築工事費9億1,000万円)

11億7,141万3千円    (28.7%)

(2.0°/。)8,138万 8千円保健衛生費 (斎場等運営費)

清掃費 (し尿処理経費等) (19.1%)

消防費

(本部 1・消防署 3・分遣所 3・ 救急隊 1に係る経費)
15億2,207万1千円        (37.3%)

(0.5%)2,166万4千円

(0。3°/。)10,000千円

教育費 (視聴覚教材センター運営費)

公債費 (借入金の返済金)



― 第 1 号 (4)峯

平
成
五
年
度
山
武
郡
市
職
員

合
同
採
用
試
験
は
、

昨
年
の
九

月
十
九
日

（日
）
に
、

千
葉
県

立
東
金
高
等
学
校
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
五
年
度
募
集
人
員
九
十

一
人
に
対
し
、

応
募
者
数
は
四

百
八
十
名

（受
験
者
数
四
百
二

十
七
名
）
で
し
た
。

前
年
度
は

募
集
人
員
五
十
七
名
に
対
し
、

応
募
者
数
は
二
百
四
十

一
名

（受
験
者
数
二
百

一
名
）
で
、

前
年
度
を
は
る
か
に
上
回
り
ま

し
た
。

平
成
六
年
度
の

「採
用
試
験

等
の
お
知
ら
せ
」
は
、

各
市
町

村
の
広
報
紙

（七
月
号
）
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

日
盟
盟

日
遇
目

霞
選
出

団体名

区  分 一般行政職

消
　

防

　

職

母
　
職

保 保
　
健
　
婦

幼
稚
園
教
諭

技術職土木
図
書
館
司
書

募

集

人

員

応
募
者

数上 級 初 級 上 級 初 級

東 金 市
募集人員 9 1

144
応募者数 81 1 5

大網 白里町
募集人員 5 4 6 1

９
０ 1 1

22 119
応募者数 34

つ
じ

九十九里町
募集人員

59

応募者数

成 東  町
募集人員

９
０

9 40

応募者数

山 武  町
募集人員

6 27

応募者数
９
０ 0

蓮 沼  村
募集人員

2

応募者数

松  尾  町
募集人員

９
０

応募者数

横 芝  町
募集人員

6
９
０

０
０

応募者数 28

山 武 水 道
募集人員

5 10

応募者数

行 政 組 合
募集人員 1

24

応募者数

計
募集人員 16 28 6 15

応募者数 119 236
つ
０ 29 28 480

四
月
か
ら
毎
週
土
曜
日

が
休
み
に
な
り
ま
す
。

当
組
合
の
行
政
機
関
は
、

四

月
か
ら
毎
週
土
曜
日
が
、

原
則

と
し
て
休
み
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、

今
ま
で
ど
お
り
業

務
を
行
う
施
設
は
、

広
域
斎
場

。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
各
消
防

署
及
び
分
遣
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。「完

全
週
休
二
日
制
」
に
つ

い
て
は
、

国
の
機
関
は
平
成
四

年
五
月
か
ら
、

千
葉
県
の
機
関

は
同
年
八
月
か
ら
、

当
組
合
の

構
成
市
町
村
は
平
成
五
年
四
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
組
合
に
お
い
て
も
、

こ
の

制
度
の
導
入
を
検
討
し
、

今
年

の
四
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

総
務
課

な
①
四
七
五
（５４
）
〇
二
五

一



第 1 号―一日(5)

市町村別火災発生状況

品貿
J 災

数

火
　
件

建 物
焼 損 面 積

(甫)

損 害 額

(千円)
林 野 車 両 そ の 他

死

者

傷

者

東 金  市 1,039 114,602 2 6 1 1

大網白里町 1,366 116,488 2 3 2 1

九十 九里 町 13 7 9,569

成 東  町 17 10,795 5 4 1

山 武  町 61,760 3

蓮 沼  村 3 12,137 2

松 尾  町 8 1,026 64,846 1

芝  山  口 丁 6 0 1 3

合    計 4,533 390,322 4 8

デド当 防

い含む)

出

2 3 イ牛

1 7 件

1 0 件

芝山分遣所
芝山町大台2566

消防車 (1台 )

救急車 (1台 )

九十九里分遣所 な 0475(76)4550
九十九里町片貝25 2 0

消防車 (1台 )

救急車 (1台 )

貿■ 0479(77)1412

梯子車

化学車

消防本部
東金市東岩崎11

総務課

警防課

予防課

中央消防署
束金市東金9081

消防車 (2台 )

救急車 (1台 )

7

a 0475(52)4137

a 0475(54)0251

＼
―
―
１

／

件

件

件

件

件

数

数

　

　

他

件

件

通

病

の

動

動

交

急

そ

出

出

ｒ

ｌ

く
＼
―
―
１

／

件

件

件

件

件

数

数

　

　

他

件

件

通

病

の

動

動

交

急

そ

出

出

ｒ

ｌ

く

化学車 (1台 )

*八 日市場市外三町消防組合横芝分署

横芝町は昭和45年10月に発足した八 日市場市外

3町 消防組合に加入し、消防業務を行っています。

武分遣所 宏■ 0475(89)0020

山武町埴谷9763

消防車 (1台 )

救急車 (1台 )

東消防署  a o475は 2)3119
成東町上横地46772

消防車 (2台 )

救急車 (1台 )

ム
ロ
　
ム
ロ

南消防署  な 0 4 7 5 ( 7 2 ) 3 2 0 8

大網 白里町富田8611

消防車 (2台 )

救急車 (1台 )

＼
―
―
１

／

件

件

件

件

件

数

数
　
　
　
他

件

件

通

病

の

動

動

交

急

そ

出

出

ｒ

ｌ

く

ヽ
―

―

ノ

件

件

件

件

件

数

数

　

　

他

件

件

通

病

の

動

動

交

急

そ

出

出

ｒ

ｌ

く

＼
―
―
１

／

件

件

件

件

件

数

数

　

　

他

件

件

通

病

の

動

動

交

急

そ

出

出

ｒ

ｌ

く

由里救急隊 な 0475(77)2030
大綱白里町南今泉46161

消防車 (1台 )

救急車 (1台 )
＼
―
―
１

／

件

件

件

件

件

数

数
　
　
　
他

件

件

通

病

の

動

動

交

急

そ

出

出

ｒ

ｌ

く

＼
―
―
１

／

件

件

件

件

件

数

数

　

　

他

件

件

通

病

の

動

動

交

急

そ

出

出

ｒ

ｌ

く

(注 :件 数は平成 5年 1月 1日～ 12月31日)
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指令課

(中央消防署)

急病であれば
・どういう状況か
。意識はあるか
。前に同じような症状があったか
。かか りつけの病院はあるか

(あれば診察券の用意を)

“
119番

"は
、緊急を必要 とす

る 「火災」や 「救急」のための電

話です。

緊急以外の電話のために消火活

動や救助活動が手遅れになり、大

惨事を起こすことになりますので

正 しく使用 しましょう。

当番医や火災等の照会は、お近

くの消防署にお問い合わせ くださ

い。
いたずら電話は絶対やめましょ

つ。

身近な消防署へ指令台専用回線

を使用し、出動命令 を出す。

(係員の 1名 が受信 し、他の 1名

が受信の状況を聞きながら出動を

命令する。)

救急の場合は、llX容先病院に運

絡をとり、救急車に収容先病院を

指示する。

〔火災〕

「火災」か
「救急」を言う。

遣所消 防〔救急〕

〔救急〕i操晶農Fが
」か

指令課から状況の指示を受け

ながら、火災 ・救急現場へ出

動する。

交通事故であれば
・何 と何の事故か
・単独事故か
。けが人は何人いるか
。どういう状況なのか
。車両 には さまっていないか

〔火災〕
・場所はどこか
。何が燃えているか
・通報者の

住所 ・氏名 ・電話番号
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山
武
郡
市
消
防
本
部
で
は
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

（三

月

一
日
～
二
月
七
日
）
に
あ
わ

せ
、

郡
内
市
町
村
の
小
学
生
に

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

十
三
回
目
を
迎
え
た
防
火
ポ
ス

タ
ー
展
に
、

三
十

一
校
か
ら
四

百
五
十
五
点
の
優
秀
な
作
品
が

寄
せ
ら
れ
、

次
の
皆
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

こ
れ
ら
の
作
品
は
各
市
町
村

役
場
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
か
①

十
盤
襲
娩
毅
・韓
☆
密
鶴
盤
畿
密
盤
畿
錯

松
尾
町
立
松
尾
小
　
五
年

小
　
那
　
義
　
典

防火の輸|
つなげて広げて

|なくす火事

韓
畿
幾
轟
韓
畿
鞭
簿
齢
鶴
盤
盤
畿

大
網
白
里
町
立
増
穂
小
　
エハ
年

為
　
一房
　
美
　
幸

隷
乱
欝
韻
曲
織
機
盤
齢
畿
盤
畿
韓
盤
欝

東
金
市
立
束
小
　
エハ
年

稗
　
田
　
久
　
美

（東
金
市
立
鵠
嶺
小
）

（東
金
市
立
鴇
嶺
小
）

（東
金
市
立
豊
成
小
）

（大
網
白
里
町
立
大
綱
束
小
）

（大
網
白
里
町
立
大
網
束
小
）

（大
網
白
里
町
立
瑞
穂
小
）

（大
網
白
里
町
立
増
穂
小
）

（松
尾
町
立
豊
岡
小
）

（山
武
町
立
睦
岡
小
）

（芝
山
町
立
芝
山
小
）

（芝
山
町
立
芝
山
小
）

（蓮
沼
村
立
蓮
沼
小
）

簾
裁
翻
器
議
軽
器
盤
縄
歯
総
鞠
盤
盟

成
東
町
立
成
束
小
　
五
年

内
　
山
　
亜
　
美

十
軽
撃
描
勢
韓
疎
燕
放
立
部
縦
錠

成
東
町
立
緑
海
小
　
四
年

稗
　
田
　
容
　
子

間 大 福 山 今 益 塚 石 高 軽
盛

瀬 回 田 田 井 田 田 丸 橋 路
盤

夢 恵 彩 健 健  香 陽 裕

子 子 乃 司 太 卓 菜 子 幸

秋 吉 鈴

葉 岡 木

祐 正 早
貝
子 樹 苗

か ttヽよ ぼ う

災葉
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峯の一環 として、ふれあい坂田

色の祭典、横芝花火大会 を開催

章れるこの大会 も、尺玉など約

う上げられる5000発の花火は、

しています。

旨か した町のシンボル公園とし

平成 5年 5月 に池を含めた14

己成 しています。

伝統芸能の保存および継承
長い歴史に培われたよるさと松尾町の人々は

古来より五穀豊穣の願いと感謝の気持を込め、

鎮守の産土神の庭で神楽を演 じてきました。

特に年 1～ 2回 行なわれる夕J大祭は、地域の

暑 らしに潤いと明日への活力を与えてきたばか

りか、芸能文化 としてイ面値の高い神楽 も奉納さ

れ、数百年の歴史を経て、時代の信仰の庭で伝

承されてきました。
いま町では、このようによるさとの心を演 じ

てきた 「神楽」を見直し、先人の残 して くれた

大切な財産を継承 していこうという気運が しだ

いに高まっています。

神楽の語源は 『神座』からきたものと言われ

神座 を設けて神々歓請 し、酒をかもし、山海の

珍味を供えて一座のものが歌い ・踊 り、そして

新たな魂を呼び、体内に鎮 る鎮魂の呪術 を行な

ったのがその古い形 とされています。

蓮沼村スポーツプラザ
平成 5年 2月から建設が進められてきた 「蓮

沼村スポーツプラザ」が、この3月 に完成しま

す。
この施設は、「体育館」と 「しおさい館 (集会

室棟)Jを中心とした施設で、総工費は16億円余

りの巨費が投じられます。

「体育館Jに は971.5平方メー トルのアリーナ

と350.52平方メー トルの多目的ホールを備え、

スポーツはもちろんのこと、講演会、各種イベ

ント等に幅広 く利用できます。また、「しおさい

館Jは 、81畳敷の集会室と2つ の浴場を備えて

おります。
スポーツ ・社交の場としての利用を期待 して

おります。

伊藤左千夫記念公園
伊藤左千夫の小説 「野菊の墓」の政夫と民子

の像や正岡子規等アララギ派八歌人の歌碑等が

建立された公園です。八歌人の歌は、町内在住

者の書です。

この公園から左千夫生家や茶屋、歴史民族資

料館に至る道路を野菊路と名づけ、野菊が植え

てあります。一度散策してみてはいかがでしょ

うか。

場所 :成東町役場斜め前

第 5回石ヽるさとまつり
町民が自ら、お、るさとを愛 し ・自ら参加 し ・

町の資源 と伝統を最大限に活用 した手づ くりの

事業を企画 ・実施 し、ふるさと九十九里の限 り

なV 発ヽi展と!舌″性化を図ることを目白旬に 8月 2日
～ 7日 までの 6日 間の日程で開催予定です。

(砂
の芸術展イン九十九里

"

“
ひよっとこパレー ド

"

t花
火大会

"



第 1 号中一  (9)

総合公園とはにわ祭
総面積15ヘクタールの総合公園。

緑に囲まれた園内には、復元した前方後円墳、

遊歩道、アスレチック、花木園、子供の遊び場、

さらにナイター設備の整った野球場、隣接地に

は、「芝山古墳・はにわ博物館」や 「芝山仁王尊」、

境内には、県の重要文化財の二重塔などの歴史

文化施設もあり、お子さんからおとしよりまで、

みんなで楽 しむことができます。

また、その他に毎年11月第 2日 曜 日に行われ

る、はにわ祭。古代衣装に身を包み、町をパレ
ー ドする古代人に扮する小 ・中学生は好評を得

ています。

日向健康マラソン
【
杉の町山武を楽しく走ろう

"を
スローガン

とした日向健康マラソンが、毎年 4月の第2日

曜日に開催されています。

小学生 2キ ロから一般15キロまでの計 8種 目

に、関東一円、遠 くは北海道から健脚自慢の老

若男女が参加するなど、大会は年々盛大になっ

てきました。

天を突くようにまっす ぐ伸びる山武杉と、沿

道に桜の花びらが舞うという春の山武路を完走

したランナーには、堀りたてのみずみずしいダ

イコンが無料サービスされます。

走り終えてのそう快感とユニークなおみやげ

に、選手は思わずニッコリ。

皆さんも参加されてはいかがですか。

はじまります 「東金の春」
東金市では、毎年 4月 1日 から15日の期間、

八鶴湖畔 ・山工台公園を主な会場 として 「花の

東金桜まつ り」が開催 されています。

八鶴湖は、「桜の名所Jと して関東でも知 られ

ており、周辺の桜は市の花でもあるソメイヨシ

ノを中心として五百本以上が植えられ、その艶

やかさを競っています。

また、春の夜の湖面を照 らす花火大会や稚児

行列など、桜まつ りの開催期間中には各種のイ
ベントが展開されます

ご家族、おともだちと

お出かけください。
・花火大会 4月 9日 ttl
・稚児行列 4月 10日(日)

“
奉の東金

"へ
、ぜひ

午イ麦7日寺から

午前11時八鶴湖出発

朝市
大網白里町の朝市には、毎回1,000人もの人が

訪れ、活況を呈しています。平成 2年 5月 に始

まって以来、新鮮な野菜をはじめ取れたての魚

介類、みりん千しや煮干 し等の水産加工品、季

節の花など、多くの地場産品が販売されていま

す。

毎週 日曜日の朝 7時 から (11～3月 は朝 8時

から)役 場駐車場で開催されていますので、ぜ

ひ一度足を運んでみて ください。

は
光の祭典

"花
火大こ

横芝町では、お、るさと創生事

池公園を会場に夏の夜空を彩る

しています。

毎年 8月 の第 2土 曜 日に開催

2時 間にわたって絶え問なく打

毎回大勢の観衆を魅了させてく

会場 となる同公園は、水 と緑を

て整備 を進めているものですが

ヘ クタールが公園の一部 として

大網白里町
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ンンンンンンン,議
熙ンンヽ畿酸醒鶏ン導ンヽ熙ンンーンンン ヽ諸熙 鶴熙ンンンン

ンンンンンンン鵜ンンンンンンンンンンンンン戦ンンンン轡。

収集された 「し尿」や 「浄化槽汚泥」は 1日平均15312投入されて

処理されています。

(llll 雲

お願い:油・布・ビニール・紙オムツ等を捨てないで
収集された、し尿及び浄化槽汚泥の中に油 ・布 ・ビ三―ル ・紙才ムツ等が入
つてしヽますと施設に負担がかかります。特に、油は処理されず施設内に付着
し処理能力低下の原因になります。

し尿処理施設



一― (11) 第 1 号

ンンヽ諸ンンンンンバンンンンン

:
施設で処理された最終汚泥は、搬出されて肥料 として

再利用されます。

い時、硝酸 観

爾う

投入された、し尿や浄化槽汚泥を効率よく

処理するために硝化菌 と脱窒菌 と呼ばれる

微生物を利用して処理されます。

処理の主役は 「微生物」

処理された水は、多項目にわたる水質検査を行ない、塩素で減菌されて放流

されます。
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一ヽ

浄
化
槽
は

ま
さ
に

「生
き
物
」

維
持
管
理
が
必
要
で
す

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を

利
用
す
る
装
置
で
す
。

私
た
ち

に
と
っ
て
の
健
康
管
理
と
同
じ

よ
う
に
微
生
物
が
生
育
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
正

し
い
浄
化
槽
の
使
用
を
心
が
け

る
と
と
も
に
、

通
正
な
保
守
点

検
と
清
掃
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検
の
委
託
は
、

千
葉

県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
業
者

ヘ
保
守
点
検
の
登
録
業
者
が
わ

か
ら
な
い
場
合
は
、

最
寄
り
の

保
健
所
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

清
掃
も
忘
れ
ず
に

保
守
点
検
業
者
の
指
示
に
従

い
行
政
組
合
の
許
可
を
受
け
た

業
者
に
依
頼
し
て
適
切
に
清
掃

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
清
掃
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
浄
化
槽
に
流
入
し
て
き
た
汚

水
は
、

沈
澱
や
浮
上
と
い
っ
た

物
理
作
用
と
微
生
物
の
働
き
に

よ
る
生
物
作
用
に
よ

っ
て
処
理

さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
処
理
の
過

程
で
必
ず
汚
泥
や
ス
カ
ム
が
生

じ
ま
す
。

ス
カ
ム
や
汚
泥
が
過
度
に
蓄

積
さ
れ
る
と
、

浄
化
槽
の
機
能

に
支
障
を
き
た
し
、

十
分
な
処

理
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
り
、

悪

臭
を
発
生
す
る
原
因
と
な

っ
た

り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
た
め
に
、

ス
カ
ム

や
汚
泥
を
槽
外

へ
引
き
抜
き
、

付
属
装
置
や
機
械
類
を
洗

っ
た

り
、

掃
除
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
の
で
す
。

清
掃
と
は
、

こ
の
よ
う
な
作

業
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
浄
化

槽
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い

く
上
で
、

と
て
も
重
要
な
作
業

な
の
で
す
。

あ
ず
き
色
の
車
体
に
組
合
の

名
前
が
入

っ
た
バ
キ

ュ
ー
ム
カ

ー
は
、

お
な
じ
み
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、

バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー

に
も

「
し
尿
収
集

（汲
み
取
り
）

用
」
と

「浄
化
槽
清
掃
用
」
が

あ
り
ま
す
。

し
尿
収
集
業
務
は
、

業
者
に

委
託
し
て
い
ま
す
の
で
、

車
体

に
は

「組
合
委
託
業
」
と
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。

一
方
、

浄
化
槽
清
掃
用
の
車

は
、

車
体
に
自
線
が
入
っ
て
い

ま
す
の
で
、

す
ぐ
見
分
け
が
つ

き
ま
す
が
、

浄
化
槽
清
掃
業
は

許
可
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

白

線
部
分
に

「組
合
許
可
」
と
表

示
し
て
あ
り
ま
す
。

(株)五 十嵐商会

女賢  0475 (5 8) 5 2 4 9

0朱)新興ウオターマネージメントエ業
女■  0 4 7 5  ( 5  4 )  2  2  3  1

(有)藤 代環境衛生

を1  0475 (8 2) 6 1 5 2

(有)環 境衛生センター

を■  0475 (5 5) 2 3 0 4

し
尿
収
集
さ
れ
て

し尿収集草浄化槽清掃車

作
業
に
伺

っ
た
際
に
は
声
を

か
け
合
い
、

で
き
る
だ
け
立
合

っ
て
い
た
だ
き
、

お
互
い
に
気

持
ち
良
く
作
業
を
し
、

ま
た
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

作

業
員
が
収
集
量
を
記
入
し
た
作

業
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

後

日
の
照
会
で
す
と
調
査
確
認
し

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

お
願
い
し
ま
す
。

次
の
場
合
は
、

印
鑑
を
持
参

の
う
え
市
町
村
衛
生
担
当
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
を
変
更
し
た
と
き

・
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

・
収
集
回
数
を
変
更
し
た
い
と

き
。
収
集
作
業
を
取
消
し
し
た
い

と
き

（取
消
し
の
手
続
き
を

し
な
い
と
、　

い
つ
ま
で
も
あ

な
た
の
名
前
で
請
求
が
出
て

し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

）
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斎
場
は
、

緑
豊
か
な
環
境
の

中
に
建
て
ら
れ
、

御
霊
を
迎
え

ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
成
厳
と

趣
を
備
え
て
お
り
ま
す
。

待
合
室
は
、

静
寂
な
中
に
も

太
陽
の
か
す
か
な
光
に
う

つ
る

障
子
の
明
る
さ
を
取
り
入
れ
、

庭
に
は
四
季
お
り
お
り
の
花
が

咲
き
乱
れ
、

時
に
は
篤
や
、

キ

ジ
が
木
の
実
を

つ
い
ば
む
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
が
お
の
ず
と
周
囲
の
自

然
と
調
和
し
そ
の
景
観
は
ご
遺

族
の
方
々
の
目
に
、

つ
か
の
間

の
安
ら
ぎ
と
慰
み
を
与
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

秘
馬
者
へ
の
お
願
い

側
　
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
た

書
類
は
、

斎
場
の
窓
口
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
死
体

（胎
）
埋
火
葬
許
可
証

・
火
葬
場
使
用
許
可
書

０
　
お
棺
の
中
に
は
最
小
限
度

の
物
だ
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の

ガ
ラ
ス
製
品

金
属
製
品

陶
磁
器
等
の
不
燃
性
の
物

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

ゴ
ム
製
品

ス
プ
レ
ー

ラ

イ

タ

ー

書
籍

ド

ラ

イ

ア

イ

ス

科
学
防
臭
剤

木
綿

・
毛
布

・
布
団
等

０
　
士冗
店

斎
場
内
の
売
店
は
、

社
会

福
祉
団
体
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
　
お
弁
当
は
、

前
日
ま
で
に

注
文
い
た
だ
け
れ
ば
、

売
店

に
取
次
ぎ
、

用
意
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
①

・
　
飲
み
物
や
お
つ
ま
み
を
取

り
そ
ろ
え
て
お
り
ま
す
。

千葉県東金市堀上字虎声1357番地外

電話 i0475-55-6360

東金市台方にある千葉県立東金病

院に併設されて伝染病隔離病含があ

ります。

べ /ヽド数は25床備え伝染病発生時

には、思者の治療 と伝染病予防の活

動を展開する施設です。

伝染病発生状況

1 名)

2 名)

1 名)

1 名)

1 名)

1 名)

平成元年度

平成 3年度

平成 3年度

平成 4年度

平成 4年度

平成 4年度

細菌性赤痢

赤痢

流行性脳脊髄膜炎

赤痢アメーバの疑い

流行性脳脊髄膜炎

腸チフス

山 武 郡 市 広 域 斎 場

法定伝染病とは……

コンラ ・赤痢 (疫痢を含む)・ 腸

チフス ・パ ラチフス ・狸 紅熱 ・ジ

フテリア ・流行性脳脊髄膜炎 ・ペス

ト・日本脳炎 ・痘そう 。発疹チフス

の11病をいいます。
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9市 町村が

オンラインで

結ばれています。

山 武 田丁         蓮 ,召本寸

電子計算課のコンピュータと9市町村の端末機は専用回線で結ばれていて、

各種オンライン業務を処理 していまう。

電
子
計
算

課
は
、

市
町

村
の
行
政
事

務
の
効
率
化

里 町 ・町 年 昭 を
町 ・大 ⌒ に 示口図V 九

網 東 一 四 る
で 十 白 金 市 十 た
コ 九 里 市 二 二 め

ン
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
共
同
導
入
し
、

「東
金
市
外
二
町
計
算
セ
ン
タ

ー
協
議
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

山
武
郡
市
全
て
の

市
町
村
が
参
加
し
、

現
在
で
は

二
十
万
人
近
い
地
域
住
民
の
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
管
理
し
、

各
種
業
務
を
共
同
処
理
し
て
い

ま
す
。

主
な
業
務
内
容
は
表
の
と
お

り
で
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
即
時
処
理
が
中
心
と
な

っ
て

い
ま
す
。

年
々
、

行
政
情
報
処
理
は
大

規
模
化
、

複
雑
化
し

つ
つ
あ
り

ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
処
理
シ
ス

テ
ム
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
開
発
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を

電
子
計
算
課
の
職
員
に
よ
り
独

自
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
共
同

導
入
と
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用

に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
少
な
い

経
費
で
、

よ
り
質
の
高
い
シ
ス

テ
ム
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

最
近
、

社
会
問
題
と
な

っ
て

い
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
及
び
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
対
し
て
は
、

九
市
町
村
の
大
切
な
デ
ー
タ
を

管
理

・
処
理
す
る
中
で
、

大
切

な
デ
ー
タ
が
他
の
町

へ
流
出
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
完
全
に
管

理
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
に
お
い
て

も
市
町
村
の
各
担
当
者
ご
と
に

処
理
資
格
を
設
定
し
て
あ
り
、

担
当
業
務
以
外
の
デ
ー
タ
は
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
電
子
計
算
課
は
、

山
武
郡
市
の
九
市
町
村
の
行
政

情
報
処
理
を
担
当
し
て
い
る
訳

で
す
が
、

ど
の
市
町
村
に
お
い

て
も
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能

な
行
政
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発

・
運
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

一一一，中一”ヤ　　・一中一，　・ｒ一中中中一．　一一…垢．

電
子
計
算
課
は
、

課
長
以
下

十
九
名

（係
長

・
庶
務

・
プ

ロ

グ
ラ

マ
ー

・
キ
ー

パ

ン
チ

ャ

―
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
年
齢
は
二
十
八

・
六
歳

で
若
者
が
多
く
活
気
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
職
場
で
す
。

電
子
計
算
課
と
い
う
と
、

専

門
的
知
識
を
身
に
つ
け
た
人
が

集
ま

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
く
、

配
属
後
に
研
修
や
先
輩

の
指
導
に
よ
り
専
門
知
識
を
習

得
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

業
務
に
よ

っ
て
は
、

法
律

・
規
則
の
改
正
等
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
変
更
な
ど
困
難
な
局

面
に
道
過
す
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、

各
市
町
村
の
担
当

者
の
協
力
や
、

各
自
の
調
査
研

究
に
よ
り
、

速
や
か
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、

残
業
が
続

い
た
り
、

時
と
し
て
は
徹
夜
に
よ
る
業
務

処
理
も
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、

若
い
力
を
あ
わ
せ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

ン

業務の主な内容

○オンライン処理業務

住民管理

異動処理や住民票写しの作成、転出証明

書の作成

印鑑

印鑑登録処理や印鑑登録証明書の作成

国民健康保健

資格異動や国民健康保険証の作成

国民年金

資格異動や納付書の作成

住民税

所得管理や所得証明書の作成

固定資産税

所有証明 ・評価証明 ・資産証明 ・公課証

明 ・評価通知書の作成等

軽自動車税

台帳管FS_や継続車検用税証明書の作成

税収納管理

住民税 ・固定資産税 ・軽自動車税 ・集合

税の更正 と納税証明書等の作成
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現
在
の
老
人
ホ
ー
ム
は
、

横

芝
町
の
坂
田
池
湖
畔
に
あ
り
、

昭
和
四
十
八
年
六
月
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、

池
周
辺
は
町
立

公
園
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

含
め
た
総
合
的
な
整
備
が
な
さ

れ
、

対
岸
に
は
、

古
い
歴
史
を

秘
め
た
坂
田
城
跡
の
高
台
を
望

む
と
い
う
水
と
緑
の
接
す
る
景

勝
の
地
に
あ
り
ま
す
。
し
か
も

こ
こ
は
、

商
店
街
に
も
近
く
、

お
年
寄
り
が
地
域
と

一
体
と
な

っ
た
社
会
生
活
を
お
く
る
こ
と

の
で
き
る
自
然
的
に
も
社
会
的

に
も
た
い
へ
ん
恵
ま
れ
た
場
所

で
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
は

百
名
で
あ
り
、

二
十

一
名
の
職

員
が
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

入
所
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
日
常

生
活
を
明
る
く
楽
し
く
送

っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
心
掛
け
て
お

り
、

四
季
に
合
わ
せ
た
年
中
行

事
と
し
て
、

花
見

・
盆
踊
り
大

会

・
ぶ
ど
う
狩
り

。
秋
の
行
楽

旅
行
な
ど
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、

趣
味
に
合
わ
せ
た
生
花

・
踊
り

手
芸
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、

入
所
さ
れ

た
お
年
寄
り
の
「
ホ
ー
ム
生
活
」

が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う

に
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

お
年
寄
り
が
楽
し
み

と
し
て
い
る
も
の
に
地
域
の
皆

さ
ん
の
慰
間
が
あ
り
ま
す
。

ホ

ー
ム
に
は
、

毎
年
、

各
地
域
の

婦
人
会

・
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
の

同
好
会

・
小
中
学
生
な
ど
多
く

の
方
々
が
慰
間
に
訪
れ
て
く
れ

ま
す
。

お
年
寄
り
は
、

た
く
さ

ん
の
皆
さ
ん
の
慰
間
を
心
待
ち

し
て
お
り
、

た
い
へ
ん
喜
ん
で

い
ま
す
。

さ
て
、

近
年
わ
が
国
で
は
高

齢
化
が
大
き
な
問
題
と
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

山
武
郡

市
地
域
の
高
齢
化
率
が
、

国
や

県
に
比
べ
る
と
高

い
こ
と
か
ら
、

老
人
福
祉
に
関
す
る
施
策
の
推

進
が
特
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、

地
域
の
高

齢
者
に
対
し
て
、

老
人
ホ
ー
ム

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
る

展
開
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

老
朽
化
し
た
施
設
を
全
面
的

に
改
築
す
る
と
と
も
に
新
た
に

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
、

利
用
者
の
送
迎

・
給
食

・
入
浴
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

ま

た
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
事
業
も

併
せ
て
行
い
、

在
宅
福
祉
を
推

進
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

新
施
設
は
、

個
室
化
の
導
入
を

行
い
入
所
者
の
居
住
空
間
の
拡

充
を
図
り

「生
活
の
場
」
と
し

て
の
質
的
な
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、

老
齢
人
口
は
ま
す
ま
す
増
加
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

高
齢
化

社
会
の
到
来
が
強
く
さ
け
ば
れ

て
い
る
状
況
の
下
で
、

老
人
福

祉
は
重
要
な
国
民
的
な
課
題
と

な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

今
後
こ
の
施
設
の
役
割
は
大
き

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

地
域
に
役
立
つ
施
設
と
し
て
そ

の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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学
習
活
動
の
中
で
視
聴
覚
教

材
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

学
ぶ

人
の
知
識

。
理
解
を
容
易
に
し
、

興
味
や
意
欲
を
持
た
せ
、

学
習

経
験
を
豊
か
に
す
る
な
ど
と
て

も
効
果
的
で
す
。

教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

い
ろ

い
ろ
な
学
習
の
場
で
た
く
さ
ん

の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、

教
材

（た
と
え
ば
十
六

ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
）
や
映
写
機
な
ど
の
機

材
を
整
え
、

貸
出
し
を
し
て
い

ま
す
。

（但
し
、

営
利
を
目
的

と
し
た
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

貸
出
し
本
数

一
回
五
本
ま
で

主
な
貸
出
し
教
材

・
機
材

十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

教
材
用
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

十
六
ミ
リ
映
写
機

ス
ラ
イ
ド
映
写
機

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

液
晶
ビ
ジ
ョ
ン

教
材
提
示
装
置

Ｏ
Ｈ
Ｐ
（資
料
投
影
装
置
）

ス
ク

リ

ー

ン

(4)(5)

ま
た
、

映
写
機
操
作
の
技
術

者
講
習
の
ほ
か
、

ビ
デ
オ

・
ス

ラ
イ
ド
制
作
な
ど
の
各
種
講
習

会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
教
材

・
機
材
を
借
り
る
に
は

働
　
申
込
み
方
法

電
話
予
約
、

来
所
の
い
ず

れ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

０
　
利
用
資
格

十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
、

映
写
機
操
作
講
習
修
了
証
取

得
者
で
あ
る
こ
と
。

働
　
貸
出
し
期
間

原
則
と
し
て
五
日
間

（夏
休
み

・
冬
休
み
は
二

日
間
）

◎
あ
な
た
も
映
写
技
師
に

教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
十
六
ミ

リ
映
写
機
操
作
講
習
会
を
年
二

回

（五
月

・
十
月
）
開
催
し
て

い
ま
す
。

映
画
の
特
性
や
映
写

機
の
構
造
な
ど
を
勉
強
し
、

そ

の
後
実
際
に
映
写
機
を
動
か
し

て
操
作
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

わ
ず
か

一
日

で
修
了
証
を
取
得
で
き
ま
す
。

あ
と
は
、

フ
ィ
ル
ム
を
選
ぶ
だ

け
。

教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

い

ろ
い
ろ
な
フ
ィ
ル
ム
や
映
写
機

を
用
意
し
て
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
新
着
映
画
フ
ィ
ル
ム
情
報

①
社
会
教
育

見
直
そ
う
わ
が
子
の
食
事

（母
親

。
一
般
）

ゴ
ミ
か
ら
暮
ら
し
を
考
え
る

（小

・
中

・
青
年

・
婦
人
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ほ
ほ
え
み
を
も
う

一
度
（中

・
高

。
一
般
）

ジ
ュ
デ
ィ
が
く
れ
た
コ
イ
ン

（小

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
一
般
）

よ
し
―
僕
が
や
る
！
（中

・
高

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
家
庭

。
一
般
）

太
郎
の
か
が
み
―
同
和
―

（小

・
中

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
一
般
）

私
は
負
け
な
い
―
同
和
―

〈小

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
母
親
）

②
劇

・
長
編

お
母
さ
ん
の
ア
ル
バ
ム

（小

・
中

・
一
般
）

ぼ
く
の
家
に
は
カ
バ
が
い
る

（小

・
中

。
一
般
）

春
を
呼
ぶ
瀬
戸
の
小
島

（小

。
中

・
一
般
）

③
動
画

（ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
　
ま
じ
ょ
の
く
に
へ

（幼
児
）

フ
ァ
ー
ザ
ー

・
ク
リ
ス
マ
ス

（幼
児

・
小

・
中

。
一
般
）

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
ゆ
か
い
な
船
長
さ
ん

（幼
児
）

ド
ナ
ル
ド

・
ダ
ッ
ク
の
消
防
夫

（幼
児
）

タ
マ
＆
フ
レ
ン
ズ
　
一二
丁
目
物
語
∧
夏
∨
（幼
児
一小
上

般
）

（注
）
（　
）内
は
、

小
―
小
学
校
、

中
―
中
学
校
、

高
―

高
校
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

な
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

教
材
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

当
セ
ン
タ
ー
の
教

材
以
外
に
千
葉
県
視
聴
覚
セ

ン
タ
ー
で
所
有
し
て
い
る
十

六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
も
利
用
で

き
ま
す
。

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

束
金
市
東
岩
崎

一
の
十
七

山
武
郡
市
振
興
セ
ン
タ
ー

（二
階
）

な
〇
四
七
五
（５４
）
〇
二
五

一

内
線

７０

．
れ
番


